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2025年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想と実績の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年５月 10 日に公表いたしました 2025 年３月期 第２四半期（中間期）の連結業績予

想と本日発表の実績の差異につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．2025年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想と実績の差異 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

中間純利益 

1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想 (A) 
百万円 

13,950 

百万円 

990 

百万円 

990 

百万円 

680 

円 銭 

148.54 

実 績 値 (B) 13,581 662 615 469 102.55 

増 減 額 (B-A) △368 △327 △374 △210  

増 減 率 (%) △2.6 △33.1 △37.9 △31.0  

(ご参考)前期実績 

(2024 年３月期第２四半期) 
13,170 743 739 485 106.16 

（注）当社は、2024 年 10 月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益を算定しております。 

 

２．差異の理由 

2025 年３月期 第２四半期（中間期）の売上高につきましては、ウルトラファインバブル製品や洗

面化粧台用混合栓を中心とした高機能・高付加価値製品の販売拡大、販売価格改定の浸透により堅調

に推移しましたが、住宅市場の落ち込みによる需要の低迷もあり前回発表予想値をやや下回る結果と

なりました。 

利益面につきましては、急激な為替変動の影響により原材料・仕入価格が想定以上に高騰し、営業

利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益は、前回発表予想値を大きく下回る結果となりま

した。 

なお、通期連結業績予想につきましては、為替相場の乱高下が続いている中、業績に与える影響が

大きい原材料価格の動向を含めて現在精査しており、現段階では前回発表を据え置いております。今

後、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示いたします。 

（注）上記の業績予想等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において当社が入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいたものであり、実際の業績等は見通しと異なることがあります。 

以 上 


